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今回の学習範囲 

1. 渡来人と大陸文化 

2. 東洋思想の伝来 

3. 古墳文化の変化 



朝鮮半島や中国とのさかんな交渉の中で、進んだ技術や文化
が主として朝鮮半島からやってきた渡来人たちによって伝え
られた。 

 

古墳とヤマト政権2▶1 渡来人と大陸文化 

1 渡来人の来朝 

5世紀、何が最も重要とされたか？ 



ヤマト政権は渡来人たちを韓鍛冶部・陶作部・錦織部・鞍作
部などと呼ばれる技術者集団に組織し、各地に居住させた 

  

古墳とヤマト政権2▶1 渡来人と大陸文化 

２渡来人の登用 

韓鍛冶部（からかぬちべ）： 
 鍛鉄（たんてつ）➔鉄製武器・農工具 
 
陶作部(すえつくりべ）： 
 須恵器（すえき）、登り窯の技術 
 
錦織部（にしごりべ）：絹織物の技術 
 
鞍作部（くらつくりべ）：馬具の技術 













漢字の使用が始まり、漢字の音を借りて人名や地名などを書き
表わすことができるようになった。ヤマト政権も（ア.史部）
（ふひとべ＝渡来人)を用いた。 

 

古墳とヤマト政権2▶1 渡来人と大陸文化 

3 漢字の伝来 

5～6世紀の渡来人 

産業・ 
土木技術 

文字 
記録 

なぜ？ 



6世紀には、百済から儒教が伝えられたほか、医・易・暦な
どの学術も支配者層に受け入れられた。 

古墳とヤマト政権2▶2 東洋思想の伝来 

1 儒教の伝来 

5～6世紀の渡来人 

天文・気象学…農業に必須 

国を治め
るための
政治学 



6世紀に百済の（イ.聖明王）が（ウ.欽明）天皇に仏像・経論
などを伝えたとされる。一部の渡来人は、それ以前から信仰
していた可能性がある。 

古墳とヤマト政権2▶ 2 東洋思想の伝来 

2 仏教の伝来  

5～6世紀の渡来人 

←「信じれば幸福をもたらす」という世界的な流行思想！ 



8世紀初めの歴史書『古事記』『日本書紀』のもと
になった｢エ.帝紀｣ ｢オ.旧辞｣が、6世紀にまとめられ
始めたとされる。 

古墳とヤマト政権2▶2 東洋思想の伝来 

3 神話・伝承の成立  

  ➔自分の国の歴史や神話を文字で残そうとする。 



6世紀の古墳時代後期になると、古墳自体にも大きな変化が現われた。 

 

従来の画一的な古墳の特徴に比べて、後期古墳は地域的特色が強くな
り、多様化がみられる。 

 

 

 

古墳とヤマト政権2▶３ 古墳文化の変化 

1 後期の古墳 

(1)前方後円墳がなくなる  
 ➜円墳・方墳・群集墳 
  など多様に 
①大王・豪族などの有力者
の墓は、従来の竪穴式にか
わって朝鮮半島と共通の 
横穴式石室が一般化 
    ↓ 
装飾古墳：石室内部に壁画 
例)高松塚古墳、キトラ古墳 
 

2 古墳の多様化 



キ
ト
ラ

古
墳 



② 埴輪も多様化した。 
・道具を表わす器材埴輪だけでなく
人物・動物埴輪などの形象埴輪が 
増加 
 なぜ？⇒葬送儀礼ないしは生前の
有力者が儀礼の様子を後世に残そう
としたものと考えられる。 

器材埴輪 



形象埴輪 





Ａ.巫女 

Ｂ.鷹匠 

Ｃ.楽人 



九州では、独自の石の埴輪=石人・石馬も登場。 



６世紀以降、大きな豪族居館の遺構が出現してくる。 

なぜ、後期古墳は、多様で地域的な特色が強くなったのか？ 

豪
族 

民衆の集落
から離れた
場所に、周
囲に環濠や
柵列をめぐ
らした居館
を営む。 

民
衆 

複数の竪穴
住居と平地
住居、高床
倉庫などで
構成される
集落に住む。 

古墳時代の豪族居館の復元図 



(２)新たなタイプの墳丘墓が出現した。 
・無数の小古墳が集まった群集墳 ex)新沢千塚古墳群（奈良） 
・山の斜面に掘り込んだ横穴墓   ex) 吉見百穴(埼玉県) 

Ｑ．群集墳や横穴墓を
作ったのは、どのよう
な人たちだろう？ 

Ａ.経済的に豊か
になってきた有
力農民層が作っ
た。 



問 教科書ｐ27-ｐ29と資料集ｐ42-４3を読んで、以下のテーマについて説明しなさい。 
 

１.ヤマト政権は、輸入した鉄を使って何をしたか。 
【解法】資料集p4２ヒストリースコープを参照しよう。 

 
２.5世紀ヤマト政権は、鉄以外に渡来人からどんな技
術・文化を積極的に吸収し、何に役立てたか。まとめ
なさい。【ヒント】高句麗に敗北した倭が、まず力を入れたのは？ 

①技術面では… 
 (解法）馬を飼育するために、(誰）から（どんな技術)を学んだ。 

     鉄を… 

 
②文化面では…【ヒント】6世紀になると、軍事・産業だけでなく、国づくり

のための広い知識を学ぶようになる。それは？ 
 (解法） 文字➜渡来人の（誰）(誰）に（何）氏・(何）氏を与え、（仕事集団名）   
        として役立てた。 
     儒教➜百済から（誰）を招き、(何）学を学んだ。 
     自然科学➜百済から… 
     宗教➜百済の(誰）王から倭の（誰）天皇に…  



まとめと振り返り 

1. 渡来人と大陸文化 

朝鮮半島からの渡来人によって進んだ技術や文化が伝えられ、ヤマト政権
も技術者集団として用いた。さらに、漢字の使用が始まった。 

2.  東洋思想の伝来 

６世紀には、百済から仏教や儒教が伝えられ、のちの日本人の思想に大き
な影響を与えた。また、ヤマト政権の神話や伝承が成立した。 

3.  古墳文化の変化 

後期古墳は、横穴式石室が一般化し、石人・石馬、装飾古墳、群集墳がつ
くられるなど地域的特色が強くなった。また、ヤマトの大王を中心とする
近畿勢力に地方豪族が服属するようになり、前方後円墳は作られなくなっ
た。。 


